
訓練前の綿密な打合せ

29 30

■石川県西部水難救済会

県下の救難所員が参加して
指導者研修実施

　平成26年６月５日、石川県滝港マリーナにて県
下の救難所の指導的役割を担っている救難所員１０
名を集めて、石川県西部地区指導者研修が行われた。
今回の研修では、消防署員による「救助の基本的事
項及び留意事項」を座学で学び、その後、同じく消
防署員の指導により要救助者に対する心肺蘇生法及
びAEDを用いた応急手当法の実技が行われた。
　参加した所員の中には、同様の研修を受講してい
た者もいたが、再確認するうえでも、非常に有意義
なものであった。

■京都府水難救済会

小型船の事故を想定しての船体曳航訓練を実施

　平成２６年６月18日、京都府京丹後市久美浜湾カヌー競技場に
おいて、夏季マリンレジャーシーズンを前に小型船の事故を想定し
た船体の曳航訓練を行った。
　京丹後市は、大小12の海水浴場を有し、周年を通じてマリンレ
ジャーを楽しむための来訪者が多く、遊泳者、プレジャーボート及
び漁船が関係した事故が多く発生している。訓練は、舞鶴海上保
安部の職員による指導で行われ、所員の士気を高めることができ、
事故発生時に素早い対応を期待することができるものとなった。

心肺蘇生法及びAEDの取扱

救助船を利用しての曳航訓練

海難救助訓練ほか
　平成２５年度は、日本水難救済会及び全国４２の地方水難救済会において、延べ３２４の救難所、
支所から４，７８５名の救難所員が参加して実地訓練が行われました。

PWCによる救助（スレッドあり）

ライフジャケットの着用を互いに確認

■（公社）琉球水難救済会
・トロピカルビーチ救難所員合同訓練　

PWC(水上バイク)を用いた救助訓練

　平成26年４月18日、沖縄本島宜野湾市にあるトロピカルビーチにて、
同救難所の所員合同訓練が行われた。この訓練は、水上バイク（PWC）
による溺者等の救助、救助者に対する心肺蘇生法及びAEDの取扱いの
訓練を実施した。
　この救難所は、昨年４月に設置されたばかりで、所員が参加した訓練
の実施は初めてであった。
　午前中、訓練はウォーミングアップで体を慣らした後、二班に分かれ
てPWCにレスキュースレッドを取り付けた場合とない場合での救助訓
練を、午後は、CPRとAEDの訓練を行った。トロピカルビーチは多数
の観光客が訪れるビーチであり、若しもの時に活かせる訓練であった。

PWCによる救助訓練

※PWCとはパーソナルウォータークラフトの略で水上バイクのことです。



乗揚船救助訓練
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佐賀県 静岡県
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唐津シーレスキュー救難所

御前崎渚の交番救難所

ケラマブルー救難所
唐津市

御前崎市

静岡市

那覇市

新設救難所の紹介

■佐賀県水難救済会
唐津シーレスキュー救難所 
平成26年4月1日設立　所長以下18名
所在地：佐賀県唐津市二夕子2丁目6番31号

　この度、玄界灘に位置する佐賀県
唐津市に、昨年１月１９日に設立し
たＮＰＯ法人唐津湾小型船安全協会
マリン青バイ隊の１周年を迎え、新
たに佐賀県水難救済会唐津シーレス
キュー救難所を設立しました。丹野
所長以下、１８名で水上バイク２艇・
救助船１５隻にて唐津湾に点在する
５ヵ所の海水浴場を中心に安全・警
備・救助活動を展開できるよう、特
に海保・警察・消防各機関と連携し
て日々の生業の傍ら、訓練・講習に
と励んでおります。
　私たちの海域は、自然に恵まれた美
しい海水浴場がありシーズン中は多
くの海水浴の方が利用する反面水上

■愛知県水難救済会
師
も ろ ざ き

崎救難所
平成26年5月13日設立　所長以下12名
所在地：愛知県知多郡南知多町師崎字向島26
　　　　師崎漁業協同組合

　師崎漁業協同組合（愛知県南知多
町）は、従来から海難救助等に積極
的に対応していただいておりました
が、この度、地域のご理解とご支援
により５月１３日（火）に愛知県内５

バイクによる、無謀操船に行政も悩ま
されておりその対応策の一つとして
青バイ隊結成の要望を受け安全啓発
の活動を通じて、ようやく水上バイク
による苦情件数を激減することがで
きました。更に水難・海難に対応すべ
く、所員に医師３名も加わり不測の事
態に即応できるよう連携しています。
今後は水難救済活動にも従事できる
よう努めてまいりたいと思います。

箇所目となる「師崎救難所」（救助員
１２名）が発足しました。発足式に
は、地元選出の伊藤忠彦衆議院議員、
中嶋哲雄第四管区海上保安本部長、
森下利久愛知県議会議員、石黒和彦
南知多町長及び吉戸一紀愛知県漁連
会長ほか関係各位のご来賓のご臨席
を賜りました。
　今回発足した師崎救難所の活動水
域は、伊勢湾内において師崎水道、

海難救助の拠点となる、新たな救難所が設置されています。
今回は、平成２５年７月以降に設置された４か所の救難所をご紹介します。
なお、紹介文は、それぞれの水難救済会の救難所からご提供いただきました。

伊良湖水道に面する海上交通の要衝
でもあり、県内有数の漁場でもあ
ります。また、海釣りほかマリンレ
ジャーも盛んで、夏場は多くの海水
客で賑わっています。そのため、こ
れら水域を熟知した地元漁業関係者
で構成された救助員による活動は、
沿岸部の海難救助の初動に果たす役
割はとても大きなものがあり、この
水域での安心安全に大きく貢献する
ものと期待されます。
　式典においては、各来賓によるご
祝辞とともに、第四管区海上保安本
部長から「今後も海の知識技能と経験
を併せ持つ救難所等民間救助組織も
含め、官・民関係機関との連携・協
力体制を確立維持し、海難に備えた
救助体制の充実強化に努めていく。」
と励ましのお言葉もいただきました。

師崎救難所の皆さんと設立関係者

唐津シーレスキュー救難所の皆様

■熊本県水難救済会　牛深救難所

二つの訓練想定に基づき各種訓練を
実施

　平成２６年６月８日、熊本県天草市魚貫港にお
いて、牛深救難所、天草海上保安署、牛深警察署、
南消防署、市役所の所員等７７名が参加して、二
つの訓練想定に基づき、乗揚船救助訓練、火災船
救助訓練及び海中転落者の救助訓練が行われた。

火災船救助訓練

負傷者の搬送

訓練整列

（訓練想定１）
６月８日、午前９時００分、漁船大
漁丸は、牛深方面に向け帰港中、
進路を誤り岩礁に乗揚げて救助を
求めている。また、乗組員2名の
うち１名は、座礁の衝撃により左
腕を骨折しているが、自力歩行は
可能。

（訓練想定２）
６月８日、午前９時過ぎ、牛深沖
を航行中の運搬船牛深丸は、機
関室から出火、火の勢いは強く自
船による消火不能のため、救助を
求めている。なお、乗組員１名が
火傷を負っているもよう。

連載 マリンレスキュー紀行「海の安
全安心を支えるボランティアたちの
群像」で紹介しています。
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水難救助活動報告
平成25年上半期に発生した、
主な水難救助活動の事例をご報告します。

9

船長が這い上がった排水溝

福岡海上保安部長からの表彰

水上バイクにより救助中

岸壁の排水溝内で意識朦朧、
無事救助

1

長崎県水難救済会　壱岐東部救難所

　平成２５年１２月２６日午前８時頃、長崎県壱岐市芦辺町
八幡漁港内で、壱岐東部漁協所属の漁船金比羅丸船長が、同
船で出港しようと後進をかけた際、緩めた自船係留用ケッチ
アンカーを推進器に絡索させたことから着衣のまま海に入
り絡索を除去しようとしたが、寒さのあまり、一旦帰宅し、
ウェットスーツを着用して、再度海に入り作業を再開したが、
寒さのため中断し、岸に上がろうとしたが上がれず、岸壁に
設置された排水溝に入ったが自力では岸壁上に上がれず意識
朦朧となっていた。午前10時30頃、壱岐東部漁協で作業中
であった所員２名は、「付近岸壁で人が海から上がれず救助
を求めている」との通報を受けて現場に駆けつけ、同様の通
報を受けて海から救助に向かうべく船の準備をしていた漁協
組合員を認めたこ
とから、所員２名
も同船に乗船し、
現場に急行、午前
11時頃、３名が協
力して排水溝内で
意識朦朧となって
いた船長を船内に
収容し、岸壁上に
引き揚げ救急車に
引き継いだ。

磯場に乗揚げ浸水した
遊漁船から７名を救助

2

福岡県水難救済会　大岳救難所

　平成26年４月10日午後４時10分頃、福岡海上保安部か
ら大岳救難所に「午後４時頃、遊漁船が西浦崎の磯場に乗揚
げ浸水中」との連絡が入り、救難所から水上バイク２隻及び
救助支援船「OTAKE」を出動させた。現場の岩場に避難して
いた要救助者７名を水上バイク２隻で救助、支援船に移乗
し、福岡海上保安部巡視艇「らいざん」に引き継いだ。

壱岐海上保安署長からの表彰
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■(公社)琉球水難救済会
ケラマブルー救難所 
平成26年5月15日設立　所長以下12名
所在地：沖縄県島尻郡座間味村座間味125番地2

　那覇の西方４０キロに浮かぶ慶良間諸島座
間味島はケラマブルーと呼ばれるほどに澄み
切ったすがすがしい海に囲まれています。
　近年海外にも評価が高まってきた慶良間
諸島とそれを取り囲む海は、本年３月国内
では２７年ぶり、３１番目の国立公園に指定
されました。
　慶良間諸島には漁業組合で構成する救難所
が設置されていますが、今回の国立公園指定
を機会に地元のダイビング業者が結束して、
救難所設立要請を行ったものです。
　設置式は、慶良間諸島を管轄する那覇海上保
安部長や座間味村長、那覇警察署座間味派出所
のお巡りさんたちが出席して行われました。
　県下７１番目となるケラマブルー救難所の
宮里祐二救難所長は、村長・保安部長・琉球
水難救済会会長の激励に応え「自分達の海を世
界一安全な海にする」と決意を語りました。

■静岡地区水難救済会
御前崎渚の交番救難所 
平成26年7月5日設立　所長以下21名
所在地：静岡県御前崎市白羽5711番地5

　遠州灘最南端の突先にある御前崎は台風
の中継でも有名な所、冬は遠州のからっ風
と呼ばれる季節風によって波風が荒くウイン
ドサーフィンのメッカとしても知られていま
す。
　救難所の発足は、荒れた海で、ウインドサー
ファーが沖に流された仲間を助けるという自
助行為が原点となり、シーバード御前崎とし
て水上バイクを使ったレスキューも行う組織
での活動。
　沿岸にいる多くの人々に、安心安全に海を
活用して頂ける様に、海上からだけでなく陸
上からも沿岸パトロールを行う青色パトロー
ル活動から発展し、7月にはマリンスポーツの
普及、安心安全な海の発信拠点として御前崎
の灯台のふもとに渚の交番がオープンしまし
た。我々は、御前崎渚の交番から海の安全を
守ります。

株式会社ケラマブルー内の救難所掲示板と救難所員等の皆さん
(前列中央が宮里救難所長、前列右が小林正幸那覇海上保安部長)

御前崎渚の交番救難所の皆さん

佐賀県 静岡県
沖縄県

唐津シーレスキュー救難所

御前崎渚の交番救難所

ケラマブルー救難所
唐津市

御前崎市

静岡市

那覇市



　平成２６年２月１日午後１時30頃、試運転のため、愛知県高
浜市のマリーナを出港、衣浦港内を航走中のところ、１時40
分頃、エンジンから異音が生じ、その直後、出火した。
　乗組員２名は、救命胴衣及び救命浮環等の浮力のあるもの
を手にして海中に飛び込み、火災船から離れて漂流していた
ところ、付近で海技免状取得講習を行っていた教習艇（救難
所員乗船中）が黒煙と火柱を発見し、直ちに現場に急行し、漂
流中の該船乗組員
２名を教習艇に引
き揚げ無事救助し
た。該船は巡視艇
による消火が行わ
れたが、現場海域
にて沈没した。

　平成２６年４月24日午前７時頃、漁船（９名乗組）は本
部町の浜崎漁港を地元TV局の釣番組ロケのため出港、午
後４時過ぎ名護湾内にて機関室から出火、初期消火に失敗
し、午後４時24分118番通報した後、乗組員は全員救命
胴衣を着用の上、海中に飛び込んだ。午後４時30分頃、
名護海上保安署から救難所に火災漁船の救助要請の連絡が
入り、直ちに救助船により出動、現場海域で漂流中の乗組
員 ７ 名 を 救
助、他の２名
は海保巡視艇
により救助さ
れた。
　なお、該船
は、午後７時
前、現場付近
で沈没した。

プレジャーボート
ペラにシーアンカー
絡まり航行不能

5

山口県水難救済会　下関蓋井島救難所

　平成26年１月29日午後５時10分頃、下関市蓋井島の
西方でプレジャーボート（５名乗組）から「ペラにシーアン
カーが絡まり動けない」と門司海上保安部に118番通報が
あった。午後６時頃、門司保安部から救助要請があり、所
長他４名が救助船により出動、６時18分頃、該船と会合、
蓋井島漁港向け曳航を開始、途中、巡視艇に曳航を引継ぎ、
救助を終了した。

急にエンジンが
停止した遊漁船を救助

6

北海道海難防止・水難救済センター
浜益救難所

　平成26年4月18日午前10時20分頃、遊漁船（４名乗
組）の船長から知人の救助員に「雄冬港沖約３，０００ｍ付
近で急にエンジンが停止、自力航行が困難なため救助願う」
との連絡があった。救助員から救難所長に連絡し、現場付
近は荒天で、直ちに救助が必要との判断により救助船を出
動、午前11時現場着、該船と会合、曳航して浜益港に入港、
救助を完了した。

洋上救急活動報告
事業開始以来、平成２6年７月8日までに
７97件の洋上救急事案に対応しています。

　４月２４日午前７時５５分、台湾の基隆から横浜向けクルー
ズ中の外国籍旅客船から「乗客１名の意識が無く、船医の診断の
結果、脳梗塞の疑いがある。」として洋上救急の要請がなされた
ことから、第十一管区海上保安本部では、那覇航空基地に発動
を指示するとともに沖縄赤十字病院に医師の出動を要請した。
　同日午前９時４０分、医師１名同乗のヘリコプターＭＨ
９７６が那覇航空基地を該船向け出発、午前１０時０６分、ＭＨ
９７６が該船と会合、機動救難士２名が該船に降下、バケット
ストレッチャーを使用し患者を吊上げ、ヘリコプターに収容、
医師による応急処置を行いつつ、午前１１時３５分、那覇航空
基地に到着、患者を救急隊の救急車に引き継いだ。

【発生位置】沖縄県久米島の北北西約３０海里
北緯２６ 度 ５１分東経１２６度 ２６分

【 疾 病 者 】男性・６７歳　乗客（日本）
【 疾 病 名 】脳梗塞
【出動医療機関】沖縄赤十字病院　医師１名
【出動勢力】海上保安庁　那覇航空基地MH976

　洋上救急事業は、全国健康保険協会や支援団体から
の資金援助と医療機関、医師・看護師、海上保安庁や
自衛隊の全面的な支援を受けつつ、昭和60年10月の
事業開始以来、平成26年7月8日までに797件の事
案に対応してきました。これまでに傷病者827名に対
し、医師1,029名、看護師496名が出動し、診療や
治療を行っています。

■洋上救急発生海域図

外国籍旅客船の病人を海上保安庁ヘリ
で救急搬送

平成２６年４月２４日　０７：５５発生

バケットストレッチャーを使用して患者をヘリに収容

ヘリから救急隊へ患者を引き継ぎ

35 36

衣浦海上保安署長からの表彰

名護海上保安署長からの表彰

炎上中のパワーボート
炎上中の漁船

パワーボート炎上、
海中に飛び込んだ
乗組員２名を無事救助

釣番組ロケ中の漁船
から出火、乗員７名を
救助、船体沈没

3 4

愛知県水難救済会　衣浦救難所 （公社）琉球水難救済会　本部救難所
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　２５日午前１０時２５分、船舶所有者から「宮城県金華山沖
６７５海里付近で操業中の漁船からキリバス人乗組員１名が海
中転落、ほどなく引き揚げたが意識不明の状態で、東京高輪病
院に医療指示を受けた結果、洋上救急を要請する。」との通報が
あったことから、第二管区海上保安本部では、石巻赤十字病院
に医師の出動を要請するとともに巡視船「ざおう」発動を指示、 
午後１時３０分、石巻ヘリポートにて海上保安庁ヘリコプター
に医師が同乗し、巡視船「ざおう」向け出発、２６日午前９時
２３分、巡視船「ざおう」ヘリコプターが該船から患者を収容、
巡視船「ざおう」において、同乗医師の診療の結果、死亡が確認
された。

【発生位置】宮城県金華山灯台の東南東約６７５海里
北緯３５度 １５分、東経１５４度５６分

【 疾 病 者 】男性・３３歳　甲板員（キリバス共和国）
【 疾 病 名 】肥大型心筋症、溺水の疑い
【出動医療機関】石巻赤十字病院　医師１名
【出動勢力】巡視船ざおう、MH ５６６、MH ９６８

巡視船と搭載ヘリにより
洋上救急を実施

平成２６年６月２５日　１０：００発生

■その他の主な洋上救急の状況

発生日時 発生位置 傷病者 状況

平成２６年
１月３日

（２０:０７）

東京都硫黄島の
東南東約１３０海里
北緯２４度０７分
東経１４２度４５分 

男性・８５歳
乗客
日本

（傷病名）
肺炎

航行中の旅客船から「乗客1名が風邪をこじらせ肺炎を発症、船医の判断により至急医療機関への搬
送が必要」との洋上救急要請により、４日０４時００分、海上保安庁羽田航空基地から医師３名及び
特殊救難隊員同乗のＬＡＪ５０１硫黄島向け出発、０５時２０分、硫黄島周辺でのヘリによる患者収容
のため海上自衛隊に災害派遣を要請、０６時０３分、海上自衛隊ヘリＵＨ６０Ｊに患者等を収容、０６
時２５分、硫黄島にて海上保安庁ＬＡＪ５０１がＵＨ６０Ｊから患者等を引き継ぎ、０６時４０分、厚木
基地向け出発、０８時３０分、ＬＡＪ５０１海上自衛隊厚木基地到着、０８時４０分、東海大学病院ドク
ターカーに患者を引き継いだ。

平成２６年
２月２２日

（１０:５０）

沖縄本島の
南東約２５０海里
北緯２３度０２分
東経１３１度２０分 

男性・７４歳
乗組員
日本

（傷病名）
前立腺肥大症
尿路閉塞症

該船から「乗組員が尿道から出血、意識はあるが、痛みを訴えている。」旨の通報があり、１５時４５
分、洋上救急要請を受けた第十一管区海上保安本部は、航空自衛隊南西航空団に災害派遣要請を行
うとともに巡視船「くにがみ」を発動、１８時０５分、医師同乗の航空自衛隊ヘリＵＨ６０Ｊは該船向け
出発、１９時５０分、該船と会合するも海上荒天等のため、患者収容を断念、基地に帰投。２３日０４時
２０分、沖縄本島の南東約１４０海里にて巡視船「くにがみ」が該船と会合、患者を収容、那覇向け航行
開始、０６時５８分、医師等同乗の海上保安庁ヘリＭＨ９７５が巡視船「くにがみ」に着船、医師による
治療を開始、０７時３０分、ＭＨ９７５に患者等を同乗させ那覇空港向け出発、０８時２０分、那覇空港
到着、患者を救急車に引き継いだ。

平成２６年
３月１４日

（１１:２４）

沖縄本島の
南西約８５海里
北緯２５度００分
東経１２６度３８分

男性、４２歳
甲板員
フィリピン国籍

（傷病名）
蜂窩織炎

（肛門周辺膿症）

サウジアラビアから米国向け航行中の該船から「乗組員が体調不良を訴え敗血症の疑いがあること
から洋上救急を要請する。」旨の通報が第十一管区海上保安本部運用指令センターにあり、１２時５５
分、医師等同乗のMH９７４が該船向け那覇航空基地を出発、１３時２５分、沖縄本島の南西６５海里付
近にてMH９７４が該船と会合、１３時４５分、患者収容完了、１４時３５分、那覇航空基地到着、患者を
消防救急車に引き継いだ。

平成２６年
３月２５日

（２０:１３） 

沖縄本島喜屋武岬の
南南東約２５０海里
北緯２２度１３分
東経１２９度０６分 

男性・７５歳
船長
日本

（傷病名）
脳梗塞

該船船長の家族から「船長が２３日頃から呂律が回らなくなり、左手足がしびれ力が入らない。」との
通報が第十一管区海上保安本部にあり、該船に状況を確認したところ「現在も船長は左手足が麻痺し
ており、力が入らない状況であり、救助を要請したい。」との回答があったことから、医療指示を受けた
結果、「脳卒中」の疑いがあり速やかに医療機関への搬送が必要との助言を受け、洋上救急を発動、航
空自衛隊に災害派遣要請を行い、２５日２３時２１分、航空自衛隊ＵＨ６０Ｊに医師1名が同乗、該船向
け出発、２６日０１時５５分、ＵＨ６０Ｊ該船から患者を収容、０３時４０分、那覇基地到着、患者を救急
車に引き継いだ。

発生日時 発生位置 傷病者 状況

平成２６年
４月２日

（１２:２０）

沖縄県魚釣島の
西約１２海里
北緯２５ 度 ４４ 分
東経１２３度 １４分

男性・ ５８歳
機関長
日本

（傷病名）
小脳梗塞

該船から「乗組員が後頭部の痛み、吐き気、左手にしびれ等の症状を訴えた事から、県立八重山病
院に医療指示を受けた結果、「動かさないほうがよい。」との助言を受けた。該人が脳梗塞の既往
歴もあること等から洋上救急を要請する。」との通報を受け、第十一管区海上保安本部では、洋上
救急を発動、１３時４０分、医師同乗の石垣航空基地ＭＨ９７１が該船向け出発、１４時５５分、ＭＨ
９７１該船と会合、患者を収容、１５時４５分、宮古空港到着、患者を救急車に引き継いだ。

平成２６年
５月２日

（２０:０３）

東京都硫黄島の
南南西約４００海里
北緯１６度 ３０分
東経１３７度 ５５分

男性・２９歳
甲板員
ミクロネシア連邦

（傷病名）
胃潰瘍

硫黄島沖を航行中の該船から「船内で甲板員が腹部全体の痛みを訴え吐血及び顔に発疹が出てお
り、救助を要請する。」旨の通報があり、該船及び船主に対し医療指示を受けるよう指示、横浜掖済
会病院から医療指示を受けた結果、胃潰瘍の疑いがあり医療機関での受診が必要との助言を受け、
２１時２０分、洋上救急要請がなされたことから、第三管区海上保安本部では、海上自衛隊の災害
派遣を要請するとともに医師搬送のため羽田航空基地に出動を指示、３日０１時５４分、海上自衛隊
のＵＳ－１Ａ該船向け厚木航空基地出発、０３時００分、医師及び特殊救難隊員同乗のＬＡＪ５００
が羽田航空基地から硫黄島向け出発、０８時２８分、飛行艇ＵＳ－１Ａが硫黄島の南南西約３８５海
里付近にて該船と会合、傷病者を収容、１０時２０分、ＵＳ－１Ａ硫黄島到着、海保ＬＡＪ５００に患
者を引き継ぎ、１０時５５分、ＬＡＪ５００羽田向け硫黄島出発、１２時４５分、羽田航空基地到着、患
者を救急車に引き継いだ。 

平成２６年
５月４日

（１９:００）

沖縄本島の
南東約７８０海里
北緯１４度 ２８分
東経１３３度 ４０分

男性・１８歳
実習生
日本

（傷病名）
急性虫垂炎

５日０１時１４分頃、該船から「実習生が腹部の痛みを訴え、医療指示を受けたところ、急性腹症の
疑いがあり、早急に医療機関への搬送の必要」との洋上救急要請を受け、第十一管区海上保安本部
では、海上自衛隊航空集団に飛行艇での救助のための災害派遣要請を行った。また、飛行艇対応不
可能な場合に備え５日１９時００分医師１名同乗の巡視船「くにがみ」を該船向け発動させた。５月
６日０６時２２分、医師同乗の海上自衛隊ＵＳ－２が該船向け那覇基地出発、０９時４４分、ＵＳ－２
が該船から患者収容、１２時２７分、ＵＳ－２海上自衛隊基地到着、患者を救急車に引き継いだ。

平成２６年
５月８日

（０４:５０）

鹿児島県奄美大島の
西約１５１海里 
北緯２８度１０分
東経１２６度 １８分 

男性・６２歳
甲板員
日本
(傷病名）
脳挫傷
左尺骨骨折
右橈骨骨折等

船から「乗組員１名が魚倉に転落し左腕を強打、負傷した。意識はあるが洋上救急を要請する」旨の
１１８番通報があり、医療機関での助言につき指導したところ、医療機関から「高所からの転落で
あることから洋上救急による対応が必要」との助言を受け、医療機関への出動要請及び那覇航空基
地に出動を指示するも当初、天候不良のため天候回復を待ち、１０時２０分、医師同乗のＭＨ９７５
が那覇航空基地から該船向け出発、１０時５５分、ＭＨ９７５該船と会合、患者を機内に収容、１２時
２０分、MH９７５が那覇航空基地到着、患者を救急車に引き継いだ。

平成２６年
６月２３日

（０２:４５）

石川県能登半島猿山
岬の
北北西約１２３海里
北緯３９度１１分
東経１３５度３５分 

男性・４７歳
甲板員
日本

（傷病名）
くも膜下出血

該船船長から第一管区海上保安本部運用指令センター経由第九管区海上保安本部運用指令セン
ターに「乗組員が作業中、繰り返し嘔吐、目の焦点が合わない、頸部の痛み等の体調不良を訴え、
横浜保土ケ谷中央病院無線医療センターに医療指示を求めた結果、早急に医師の治療を受けたほ
うが良いとの助言により洋上救急を要請する。」との通報があり、第九管区では巡視船「えちご」を
現場に向かわせるとともに公立能登総合病院に医師出動を要請、０６時３８分、MH９３０が公立能
登総合病院へリポートにて医師１名を同乗させ能登空港向け出発、０６時５５分、能登空港にてMH
９３０から新潟航空基地MH９６９に医師が移乗、該船向け出発、０７時３０分、MH９６９が該船と
会合、該船から患者を機内に収容、巡視船「えちご」にて燃料補給後、０９時３５分、公立能登総合
病院へリポート到着、患者等を病院に引き継いだ。

平成２６年
７月４日

（１３:４２） 

東京都硫黄島の
南東約７２８海里
北緯１７度２６分
東経１５１度４０分

男性・５０歳
甲板員
フィリピン共和国

（傷病名）
汎発生腹膜炎
敗血症

該船から宮崎県漁連を介し「船内で病人が発生、横浜保土ケ谷中央病院に医療指示を仰いでおり、
洋上救急を依頼したい。」旨」の通報があり、医療指示の結果、感染性胃潰瘍の疑いがあり、早急に
医療機関での受診が必要とのことから洋上救急要請がなされたことから、東海大学医学部付属病
院に医師出動要請及び海上自衛隊に災害派遣要請実施した。２２時４５分、医師等同乗の海上自衛
隊飛行艇US-1A厚木航空基地から硫黄島経由で該船向け出発、２６日０６時３５分、硫黄島の南東
約１０９５ｋｍ付近にてUS-1Aが該船から患者を収容、硫黄島経由で１３時１２分、海上自衛隊厚木
航空基地到着、患者を病院ドクターカーに引き継いだ。 

平成２６年
７月７日

（１６:１５）

宮城県金華山灯台の
東南東約７８０海里
北緯３３度３０分
東経１５５度５９分

男性・２７歳
機関員
インドネシア共和国

（傷病名）
急性虫垂炎

該船船主から「乗組員が下腹部に痛みを訴えており、横浜掖済会病院に医療助言を求めた結果、腸
閉塞又は急性虫垂炎の疑いがあり、早急に医師による診察が必要との助言により、洋上救急を要請
する。」との通報があり、海上自衛隊に災害派遣要請を行うとともに東海大学医学部付属病院に医
師等の出動を要請、一方、海上模様等の影響により自衛隊機が対応不可能な場合を考慮し、巡視船
「ざおう」の発動及び石巻赤十字病院に医師の出動を要請した。７日１９時４０分、石巻赤十字病院
の医師等乗船の巡視船「ざおう」該船向け塩釜港を出港、８日００時２６分、東海大学医学部付属病
院医師等同乗の海上自衛隊ＵＳ－２が該船向け厚木基地出発、０４時１５分、ＵＳ-２が該船と会合、
０４時３１分、ＵＳ-２が患者収容、０８時３２分、ＵＳ-２厚木基到着、病院ドクターカーに患者等を引
き継いだ。

平成２６年
７月８日

（１３:３０） 

千葉県犬吠埼灯台の
南東約２２０海里
北緯３５度 ０８分
東経１４５度１５分

男性・２８歳
一等航海士
トルコ国籍

（傷病名）
頭部打撲
脳震盪
脊椎損傷切創（２か所） 

該船から海上保安庁に「乗組員が負傷」した旨の通報があり、第三管区海上保安本部が医療機関に
て医療指示を受けるよう指示、１７時００分、該船から「医療指示を受けた結果、早急に医療機関に
搬送が必要であることから洋上救急を要請する。」との連絡があったことから、１７時１０分、巡視船
「あきつしま」及び羽田特殊救難基地に発動を指示するとともに日本医科大学付属病院に医師等の
出動を要請した。２１時００分、巡視船「あきつしま」が横浜出港、８日 ０１時１０分 、医師等同乗の
ＭＨ６８７該船向け出発、０２時０５分、ＭＨ６８７該船と会合、患者を収容、同乗医師の診断で脳
震盪及び脊椎損傷の恐れがあり、早急に医療機関での治療が必要との診断により亀田総合病院に
搬送することとし、「あきつしま」において燃料補給後、０５時１９分、亀田総合病院着、患者を亀田
総合病院に引き継いだ。 

ヘリコプターによる漁船からの患者収容
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年度 昭和
60年〜
63年

平　成
計

　項目 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

発生件数 98 42 36 35 42 30 29 27 16 31 30 32 23 18 24 23 37 31 16 26 21 23 33 24 22 18 10 797

傷病者 101 47 36 36 45 35 29 28 16 31 30 32 23 18 24 28 41 31 16 27 21 23 35 24 22 18 10 827

医師看護師等
(名） 201 74 62 67 79 61 54 51 33 53 52 63 50 36 44 50 68 54 31 51 37 42 69 53 38 33 19 1525

(看護師等の再掲) 74 25 21 26 30 22 18 20 11 17 16 24 17 11 13 13 12 16 12 17 9 15 23 13 10 8 3 496

海
上
保
安
庁

巡視船艇　
(隻） 98 34 30 24 25 16 13 24 11 23 11 23 16 13 11 14 28 19 16 19 11 15 22 22 13 13 7 571

航空機
(機） 120 55 52 47 65 34 29 35 18 35 30 21 24 16 34 30 60 43 25 31 32 38 29 36 23 19 12 993

特殊救難隊員（名）
( 含む潜水士） 29 18 20 14 20 22 18 17 15 12 20 12 10 11 10 18 25 25 17 26 32 39 26 38 29 22 16 561

自衛隊機 （機） 22 12 2 5 ** 5 7 6 4 7 10 19 16 10 13 13 10 12 3 20 7 4 32 15 13 13 7 287

民間船(隻）
(含む航空機） 1 ** ** ** 1 ** 1 ** ** ** ** ** ** ** ** ** ** ** ** ** ** 1 ** ** ** ** ** 4

漁船(隻） 56 24 17 21 26 12 16 17 10 21 17 22 13 13 16 12 23 17 11 14 7 11 17 14 5 7 7 446

汽船（隻） 42 18 19 14 16 18 13 10 6 10 13 10 10 5 8 11 14 14 5 12 14 12 16 10 17 11 3 351

外国船（隻） 33 12 15 12 16 15 10 8 6 9 10 9 14 4 8 9 15 13 5 9 13 13 14 7 12 10 2 303

■洋上救急の発生状況（昭和60年度～平成26年度） （平成26年7月8日現在）

洋上救急慣熟訓練
　洋上救急では、医師や看護師は慣れない巡視船やヘリコプターに乗り組んで遥か洋上まで出動し、厳しい自然条
件や巡視船・ヘリコプターの動揺、騒音など悪条件のもとで救命治療を行うことになります。
　このため、洋上救急事業では全国各地で慣熟訓練を実施。多数の医師・看護師が訓練に参加し、ヘリコプター等
に搭乗して治療訓練を行うなど現場の状況を体験し、出動に備えています。
　平成２６年１月慣熟訓練は７月１１日までに徳島地区、和歌山地区（関西・四国地方支部）、京浜地区（洋上救急
センター）、函館地区（道南地方支部）、釧路地区（道東地方支部）及び沖縄地区（沖縄地方支部）の６地区で開催され、
医師３６名、看護師３４名が、巡視船艇、航空機での慣熟訓練に参加されました。

訓練終了後の記念撮影
機内での応急処置

（洋上救急センター）京浜地区

体験搭乗 訓練検討会

資器材確認 機内の状況確認

ヘリの搭乗前説明 機体状況説明

訓練概要説明 傷病者の収容訓練

（関西・四国地方支部） （関西・四国地方支部）

（道南地方支部） （沖縄地方支部）

徳島地区 和歌山地区

函館地区 沖縄地区

（H26.2.26実施）

（H26.2.25実施）

（H26.2.27実施）

（H26.2.28実施）

（H26.7.11実施）


